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火させる。各 ti の発火率を i として、乱数関数 rand()
を用いて、次の式の wi が最大である発火可能トランジ
ション ti を発火させる。
wi = i  rand() (1)
　次に、時間トランジションを発火させる。発火率 i の
時間トランジション ti が発火するまでの遅延 ti は次の
式で計算される。











mk+1 ' mk + Cfk (4)
で近似する。ここで、C はペトリネットの接続行列であ




)  i (5)
で定義されるベクトルであり、A(p; ti)はアーク (p; ti)の
重みである。
3.3 ホワイトノイズのモデル [5]
前節の式 (4) で与えられた方程式を考える。長さ jT j
のノイズ列ベクトル vk を定義する。vk の第 i 要素は平
0、分散 fkit の正規乱数である。vk を追加し、次の方
程式が与えられる。
mk+1 = mk + Cfk + Cvk (6)
　









fk の時間トランジションに対する要素を式 (5) 計算し、
m
0
k+1 = mk +Cfk +Cvk を計算する。次に、fk の即
時発火トランジションに対する要素を次の式で計算する。
fki = i minp2tifm(p)g (7)
　そして、mk+1 = m
0




























p19 食事中の客 無限サーバ時間 無限サーバ時間
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